
１）情報化の進展に対応した初等中等教育における情報教育の推進等に関する調査研究協力者会議「第１次報告 『体系的な情報教育の実施に向けて』 平成９年10月」
２）西之園晴夫 編集 『情報教育 重要用語300の基礎知識』 明治図書 2001年５月
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情報教育における受け手の状況を踏まえた情報の発信・伝達を行う能力を高める指導法に関する研究

－相互評価に基づく情報の再構成を取り入れた授業実践を通して－

広島市立己斐上中学校教諭 和 泉 秀 夫

Ⅰ 問題の所在

情報教育で育成すべき「情報活用能力」は 「体，

系的な情報教育の実施に向けて 」の中で 「情報１ ） ，

活用の実践力 「情報の科学的な理解 「情報社会に」 」

参画する態度」の三つに焦点化されている。

このうち 「情報活用の実践力」は 「課題や目的， ，

に応じて情報手段を適切に活用することを含めて，

必要な情報を主体的に収集・判断・表現・処理・創

造し，受け手の状況などを踏まえて発信・伝達でき

る能力」であると定義されている。

これからの高度情報通信社会においては，情報を

発信・伝達する機会が増え，その情報が人々や社会

に及ぼす影響も大きくなると考えられるので，受け

手の状況を踏まえた発信・伝達を行う能力を身に付

けることがこれまで以上に重要になると言える。

そのような視点から，情報教育にかかわる実践を

， 「 」振り返ってみると これまで 総合的な学習の時間

等において，生徒が情報を作り出す学習活動を行っ

たが，完成した情報がある程度まとまっているもの

の，受け手にとって分かりやすいものに仕上がって

いないことが多かった。これは，受け手の状況を踏

まえた情報の発信・伝達に重点をおいた指導を十分

に行っていなかったことが原因として考えられる。

そこで，本研究では，作り出した情報に対する相

互評価とそれに基づく情報の再構成を行う学習活動

を取り入れることにより，受け手の状況を踏まえた

情報の発信・伝達を行う能力を高める指導法につい

て探ることとした。

Ⅱ 研究の方法

受け手の状況を踏まえた情報の発信・伝達を行う

能力を高める指導法に関する理論研究を踏まえ，情

報の相互評価とそれに基づく再構成という学習活動

を位置付けた授業実践を行い，その結果について分

析・考察を行う。

Ⅲ 研究の内容

１ 情報活用の実践力の高まり

永野和男は 「情報活用の実践力」について 「あ， ，

らゆる教科を通して機会あるごとに情報の収集，加

工，判断，伝達のプロセスを体験させて徐々に形づ

けられていくものなのである。この場合，学習が受

け身的ではなく，主体的な課題意識の中で行われる

ことが重要である 」と述べている。２ ）。

このことから，情報活用の実践力を高めるために

， ，は 情報を作り出していくプロセスを繰り返す中で

生徒自身が試行錯誤をしながら解決方法を見いだし

ていくような学習活動を取り入れることが大切であ

るということができる。それらの活動を通して，態

度の変容が可能になってくるのである。

２ 受け手の状況を踏まえた情報の発信・伝達

情報を効率的・効果的に発信・伝達するために

は，自分にとって意味のある情報を，受け手に見て

もらうことを常に意識しながら，共有できる形に創

造・再構成する必要がある。

受け手に見てもらうことを意識するためには，そ

の状況を把握する必要がある。つまり，受け手の興

味・関心や知識などについて十分に考えてみなけれ

ばならないということである。

それらをもとにしながら，情報の創造・再構成を

行う際に最も大切なのは，文字情報の部分をしっか

り作り上げることであると考えた。そこで，文字情

報を中心とした情報の創造・再構成を行う際の観点



観 点観 点 の
カテゴリー

。
発信・伝達

対象・人数・場所・時間・方法・方向性を考慮しているかする状況
◎誤字・脱字はないか。
◎専門用語・略語・難解文字はないか。
◎文の長さは適当であるか。
◎句読点は適切に使われているか。
◎表記方法は統一されているか。
◎読みやすい表現になっているか。
◎適当な段落分けになっているか。内容の整理
◎内容が順序よく並んでいるか。
◎説明をつけ加える必要のあるところはないか。
◎テーマと内容は整合しているか。
◎分かりにくかったり，誤解されるようなところはないか。
◎自分の思いや考えが明確になっているか。
◎自分の思いや考えを説明するための有効な情報があるか。
視覚的な効果を適切に取り入れているか。

情報手段を適切に選択し，特徴を生かして利用しているか。
情報手段の
適切な利用

◎内容に信憑性があるか。情報モラル
個人情報が保護されているか。にかかわる
著作権を侵害していないか。配慮事項

情報を発信・伝達する能力の高まり送 様々な情報
組立 再構成 再構成 さらに再構成発信・伝達 再構成した発信り 思いや考え した発信・伝達

する情報する情報 ・伝達する情報
手 受け手の状況の予測

振 り 返 り 振 り 返 り

受 評 価 評 価
け
手 受 け 止 め 受 け 止 め 受 け 止 め

３）文部省 『中学校学習指導要領(平成10年12月) 解説－技術・家庭編－』東京書籍 平成11年９月
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表１ 文字情報を中心とした情報の創造・再構成を行う際の観点

を表１にまとめた。さらに，本研究では，内容の整

理にかかわる観点を中心とした表１の◎印の観点に

重点をおいた学習活動を計画することとした。

３ 学習過程の構想

以上のことを踏まえて，情報を作り出すプロセス

を繰り返す中で，生徒が試行錯誤をしながら解決方

法を見いだしていく学習過程について，次の図１の

ような構想を練った。

図１ 学習過程の構想

生徒は，情報の送り手として，受け手の状況を踏

まえながら，自分の思いや考えに様々な情報を取り

入れながら発信・伝達する情報として組み立てる。

そしてそれに対する友達の評価をもとに，自分の作

り出した情報を振り返り，再構成を行う。また，生

徒は，情報の受け手として友達の情報を受け止め，

表１の◎印を付けた観点を中心とした評価を行う。

以上のような情報の送り手と受け手の両方の立場

を，生徒が交互に体験しながら進めていく学習過程

を構想した。したがって，振り返りと再構成を行う

際には，友達からの評価に加え，受け手の立場で行

った評価活動で得たことも役立てることができる。

そのような過程を繰り返し，再構成の成果を確か

めながら，さらなる試行錯誤を行っていくことで，

受け手にとってより分かりやすい情報の在り方につ

いて学んでいくことができ，それによって，受け手

の状況を踏まえた情報の発信・伝達を行う能力が高

まっていくと考えた。

また，図１で示した学習過程を，限られた時間の

中で効率的・効果的に行うために，情報手段として

コンピュータを活用した。この活用により，情報の

再構成を繰り返し行うことが容易になる。また，創

造と再構成の各過程での情報を保存していくことに

より，学習の成果を振り返ることができる。

４ 授業実践の計画と実施

1 指導計画の作成( )

これまでの研究を踏まえて指導計画を作成した。

表２の指導計画は，学習指導要領 の技術・家庭３）

科の技術分野の「情報とコンピュータ」の学習に位

置付け，内容のＢ 3イ「ソフトウェアを用いて，基( )

本的な情報の処理ができること 」及び 4 イ「情報。 ( )

を収集，判断，処理し，発信ができること 」に関。

連する内容として設定した。さらに，コンピュータ

表２ 指導計画（全10時間）
次 内 容 時 学 習 活 動 教 師 の 支 援

・コンピュータの起動や教室内ＬＡＮな第 小学６年生は中学校入学に向けてどのような気
どの使用を通して，これまでの学習事一 持ちでいるのか考えてみよう

・中学校で行われた体験授業について報道され 項の確認を行わせる。次 情報の創造 た新聞記事を見て，当日の小学６年生の様子 ・小学６年生の思いを知るとともに自分

（

① について気がついたことを出し合う。 自身のその頃の状況や気持ちを振り返課 に対する
・体験授業後の小学６年生へのアンケートの集 らせるようにする。題
計結果を見て，中学校生活に対する期待や不 ・情報を創造しようとする意欲を持たせづ 意欲付け
安について考えてみる。 るよう配慮する。く
・自分たちが入学したときにもらった先輩からり
のメッセージの内容を思い出す。

）

・今回の情報は，小学６年生のことを考中学校のことをよりよく知ってもらうためにど
えながら学年全体で創造するというこのような情報を作り出せばよいか考えてみよう

・作り出す情報の概要について知り，ワークシ とを意識させる。
ートに記入する。 ・自分の考えや思いを含んだ情報にする第
・作り出した情報をコンピュータの特性を生か ことを認識させる。
して発信・伝達する方法について考える。 ・創造する情報のイメージを持たせるた二
・各自で，作り出す情報のテーマと具体的な内 めに，例示を行う。テ ー マ
容および必要な情報を収集する方法について次

① 考え，コンピュータと文書処理ソフトウェア

（

を利用して入力する。計
・テーマも情報を発信・伝達する上での画 の 設 定 各自が考えたテーマを見てみよう

・教室内ＬＡＮを利用して，クラス全員のテー 重要な要素になることを理解させる。の
マの一覧を見て思ったことを交流する。 ・今後の評価活動につながる積極的な意立

見交流となるような場を設定する。案 今回作り出す情報の内容を決定しよう
・テーマに基づいた情報の内容を考える。

）

・まとめる上で必要となる情報について考え ・次時に向けて，各自で情報の収集を行
る。 う等の準備をしておくことを指示する

・情報モラルにかかわる部分で問題とな収集した情報を基に，新しい情報を作り出して
① る内容が出てきた場合には十分に考え情 報 の みよう
・収集した情報を整理し，自分の思いや考えを させる。
② 入れながらまとめていく。 ・文字の入力等に時間のかかる生徒につ創 造

いては援助を行う。
・評価活動は，送り手の思いや考えをで受け止め 作り出した情報をグループ内で評価しあおう

・４人程度のグループで，お互いが作り出した きるだけわかりやすく受け手に伝達す
③ 情報を発信・伝達しあい，評価用紙を使って ることのできる情報に再構成するため
評価を行う。 の意見の相互交流であるという意識を相互評価
・評価項目以外にも気がついたことがあれば取 もたせ，単なる批判にならないように第 １
り上げてみる。 留意する。

・再構成においては，評価活動を通して三 振り返り 評価された内容を参考にして，情報を再構成し
分かったことも生かせるように働きかよう

④ ・評価された内容をもとにして，情報をよりよ ける。
いものにするために改良したり作り直したり次 再構成１
する。（

・１回目の評価用紙に記入された内容を受け止め グループを替えて，情報を評価しあおう
・１回目と異なるグループの中でお互いが作り 観点として提示する。
⑤ 出した情報を発信・伝達しあい，評価用紙を ・受け手が違うと情報の受け取り方も変実
使って評価を行う。 わるということを実感させるようにす相互評価
・評価項目以外にも気がついたことがあれば取 る。践 ２
り上げてみる。

・再構成においては，評価活動を通して振り返り 評価された内容を参考にして再構成し，情報を
分かったことも生かせるように働きか

）

完成しよう
⑥ ・評価された内容をもとにして，改良を加えて ける。再構成２
情報を完成する。

・各自が作り出した情報の発表に対する完成した情報をクラス内で発表しよう
・各自が作り出した情報を液晶プロジェクタで 意見を，肯定的なものを中心に記入さ
投影しながら発表会を行う。 せるような工夫をする。発 表 会 ⑦
・自分が工夫した点などについて発表する。 ・創造した情報のよいところを認めても

らうとともに，完成の喜びを感じるこ
とができるような場の設定を行う。

・創造した情報が，再構成によって，よ自分が作成した過程を振り返ろう
・完成に至るまでのそれぞれの段階での情報を り受け手の状況を踏まえたものになっ第
比較して，よりよい情報を作り出すためにど ていることを確認させる。
のような点に気を付ければよいかを考える。 ・コンピュータの適切な活用についても四
・この情報をさらに改良するとしたらどのよう 理解させる。
① な工夫をすることができるか考え，ワークシ次 ま と め
ートに記入する。（

・各教科や総合的な学習の中で行われる
評

まとめをしよう
・受け手の状況を意識しながら情報を作成する 同様な活動にも生かしていくことがで

価 にはどのようなことを考えればよいかについ きるよう配慮する。）

て整理する。
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の基本的な操作を行うとともに，教室内 や液LAN

晶プロジェクタなどの情報手段の効果的な活用法に

も触れることができ，技術・家庭科で扱う「情報の

」 。科学的な理解 を深めることにもつながると考えた

また，題材については，興味・関心を生かしなが

ら主体的な学習活動がうながされる内容であり，さ

らに受け手の状況を比較的容易に想定できるといっ

た点を考慮して設定を行い，題材名を「小学６年生

に中学校のことを知ってもらおう」とした。

2 情報の相互評価と再構成( )

授業実践では，表２のように，情報に対する相互

評価と再構成を２回繰り返して行うこととした。

相互評価のグループは４人を基本単位とした。そ

の際，多様な評価が得られることと，より多くの生

徒の情報を評価することで情報を受け止める視点が

広がるというねらいから，２回の相互評価をメンバ

ー構成を替えて行うよう設定した。

１回目の相互評価は，表１の◎印の観点にかかわ

る内容を図２のように具体的に生徒に提示して行う

こととした。２回目の相互評価においては，１回目

の相互評価で生徒が記入した評価の内容の一部を観

点に加えて行うよう設定した。

・漢字や文字の間違いはないか。
。・難しいことばや表現を変えた方がよいところはないか

・一つ一つの文や段落の長さは適切か。
・ 」や「 」は適切に使われているか。「。 、
・文末の表現（です、だ など）はそろっているか。

。・数字(漢数字・アラビア数字)の使い方は統一されているか
・内容の順番を変えたらよいところはないか。
・付け加えたらよい内容や不要な内容はないか。
・テーマと内容が合っているか。
・内容の伝わりにくい部分はないか。
・事実が間違って伝わる可能性のある部分はないか。
・小学生に伝えるのにふさわしくない部分はないか。
・思いや考えは伝わったか。
・事実と違う内容が入っていないか。

図２ １回目の相互評価の際に示した観点

図３に評価の記入方法についての構想を示す。

相互評価においては，作り出した情報に評価の内

容を直接記入できるように工夫した。

また，情報の再構成を行う際には，評価された内

容も一つの情報であるととらえ，自らの判断で取捨

選択し，再構成の内容を整理した上で行うように指

導することとした。

授業実践は，広島市立Ａ中学校第２学年Ｄ組(31

名)を対象にして，平成13年12月17日～平成14年１

月31日に実施した。対象生徒は平成13年11月より技

術・家庭科の授業でコンピュータの基本的な操作と

文書処理ソフトウェア(日本語ワープロソフトウェ

ア)を用いた自己紹介文の作成を行っており，簡単

な文書の作成とその編集が可能な状況にある。

５ 授業実践の結果の分析・考察

授業実践を通して，受け手の状況を踏まえた情報

の発信・伝達を行う能力を高めることができたかに

ついて，評価用紙や学習のまとめ等への生徒の記述

をもとに分析・考察を行った。

1 テーマの設定について( )

テーマを設定し，伝えたい内容を考える学習活動

においては，それらを短時間のうちに設定すること

ができたと答えた生徒が大部分を占めた。さらに，

授業の中でも情報の創造に意欲的に取り組む様子が

観察された。テーマの設定が主体的な学習活動を支

える大きな要因であったことが推察される。

2 情報の再構成について( )

生徒が行った再構成の内容とその実施率を明らか

にするため，具体的な内容の一覧にチェックをさせ

たものを集約し，内容の整理に関係のある部分を中

心に抜粋した結果を表３に示す。

表３ 再構成の内容と実施率（抜粋）
実施率(%)再 構 成 の 内 容
86.2小学生が読みやすくなるような表現の工夫をした。
72.4段落の数を増やした。
69.0思いや考えが伝わりやすくなるように文をつけ加えた。
69.0漢字や文字の入力ミスを直した。
65.5句読点の数を増やしたり減らしたりした。
58.6わかりにくい言葉に説明をつけた。
55.2文末の表現(～です。～だ。 など)をそろえた。
48.3テーマを変えた。
41.4段落と段落の間に空白を入れた。
37.9各段落の最初の文字を空白にした。
37.9小学生に伝えるのにふさわしくない部分を直した。
27.6情報に出てくる先生や生徒のことを考えて内容を変えた。
24.1読むのが難しい漢字をひらがなに直した。
20.7事実と違う内容があったので直した。
13.8読むのが難しい漢字に読み方を付け加えた。
13.8写真や絵を入れた。
10.3わかりやすくするために例をあげた。
6.9内容の順番を変えた。
6.9見出しを付けた。

図３ 評価の記入方法の構想
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友達の情報を評価することが自分の情報の再構成に役立ったか

　友達の評価は、自分の情報の再構成に役立ったか

大変役立った 役立った あまり役立たなかった ほとんど役立たなかった

これにより，生徒が表１の内容の整理に関する観

点とかかわりのある多くの点について高い割合で再

構成を行っており，それが受け手としての小学６年

生を意識したねらいにせまるものであったことが推

察できる。ただし，逆に再構成が十分に行われなか

った観点もあり，今後に検討の余地を残した。

3 相互評価の有効性について( )

次に相互評価の意義についてのグラフを示す。

Ｎ＝２９

図４ 相互評価の意義

図５は，評価活動と再構成の様子を個人の学習活

動をもとにまとめたものである。この生徒は，図中

の①の内容を伝えるための情報を創造した。１回目

の友達の評価の中に，②の指摘があったが，③を見

て分かるように，その点に関する再構成を行ってい

ない。この時点では，自分が創造した情報で楽しさ

についても十分に伝わると考えていたと思われる。

ところが，２回目の友達の評価で④の指摘を受け

て，再考した上で，⑤にあるように練習の楽しさに

ついての内容をつけ加えた再構成を行っている。

これらの様子から，相互評価と再構成を繰り返す

ことが，情報がどのように受け手に伝わるかについ

てより深く追究することにつながり，より客観的な

立場で自分自身の作りだした情報を振り返り，再構

成していく学習活動に結びついたと推察できる。

図４によると，８割以上の生徒が，友達の評価が

自分の情報を再構成するのに役立ったと答えてお

り，さらに，９割近い生徒が，友達の情報を評価す

る活動を通して得たことが自分の情報の再構成に役

立ったとしている。このことから，相互評価が情報

の再構成を活性化していることが分かる。

さらに，この二つのデータを比較すると，友達か

らの評価よりも，むしろ友達の情報に対する評価活

動で得たことの方が再構成に役立ったと答えた生徒

の方が多いことが読みとれる。これは，生徒が情報

を評価する立場からより多くのことを発見している

ことを示しており，友達の情報に対する評価活動が

より主体的であることに起因すると考えられる。

図６は，評価用紙を見た感想の抜粋である。

・自分の言いたいことが伝わっていた。
・自分の思ったように伝わってなかったりするんだなぁ。も
っと工夫できるんだ。
・自分ではそんなに直す所はないだろうと思ったけれど友達
が評価してくれたのを見て気付かない部分が沢山あったの
で評価というのは大切だと思った。
・詳しく書いてくれて，かなり助かったのでとても感謝している。

図６ 評価用紙を見た感想（自由記述・抜粋）

図６の記述から，自分が作り出した情報を伝え合

， ，い 意見を交換するという相互評価の活動を通して

自分の創造・再構成した情報がどのように伝わった

のかを実感することができ，それが小学生のことを

意識しながらより分かりやすく伝わるように再構成

をしていこうとする意欲につながっていたと思われ

る。さらに，友達の情報に対する評価を，再構成に

役立つように分かりやすく伝えることも大切である

という相手意識の芽生えも見取ることができる。

友達の評価は，自分の情報の再構
成に役立ったか

友達の情報を評価することが，自
分の情報の再構成に役立ったか

図５ 生徒Ａの評価活動と再構成

友達の情報に対する評価(１回目) 友達の情報に対する評価(２回目)

よいところ・工夫しているところ よいところ・工夫しているところ
よく分かる。おもしろい。楽しい。 思いや考えや経験が入っている。段落分けがよい。色分けがよい。
気付き 気付き③
○段落分け ○読点の数 ○段落間の行挿入 ○文字の大きさ ○文字色 ○説明の追加様々な情報
読みにくい漢字 分かりにくいことば ○自分の思いや考えを入れる。 読みにくい漢字

自分の体験や経験

さ
ら発 ２回目の再構成の内容
に信 再１回目の再構成の内容
再思いや考え ・ 構 ●文字色 ●表現の変更 ●説明の追加

構伝 成●段落分け(一つ→七つ) ●自分の思いや考えを入れる。

成吹奏楽部の練習の 達 し●文字色(４か所) ●読点の数の変更 ●文字の大きさ ●段落間の行挿入

し楽しいこと 楽しいところをもっと入れる。す た●思ったことに「」●内容の順序変更 ●

た大変なこと る 情影文字(２か所) アンダーライン(３か所) アンダーライン(３か所) 顔文字(８か所)

情内 報 センタリング(２か所) 画像の説明(２か所)
報① 容 画像の挿入(７か所) テーマの変更

受け手の状況の予測
⑤自分の情報に対する友達の評価(１回目) 自分の情報に対する友達の評価(２回目)

よいところ・工夫しているところ よいところ・工夫しているところ○ 再構成に影響を与
えたと考えられる 詳しい。楽しい。思いが入っている。 活動の様子がよく分かる。色がよい。
評価項目 自分の思いがしっかり入っている。気付き

気付き● 相互評価の内容か ○段落分け ○読点の数 ○文字色 ○内容の順序
ら再構成を行った ○思ったことに「」 もっと親しい感じで。 ○段落間の行挿入 ○説明の追加

④と考えられる内容 ○表現の変更 ○大変なことばかりに見えるかも。 楽しいところをもっと入れる。②
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文や段落

内容

文字や漢字の使い方

例示に対する気付き

テーマと内容の関係

とても意識した 少し意識した あまり意識しなかった ほとんど意識しなかった

4 評価の観点について( )

図７は，どのような観点を意識して評価を行った

かについて示したものである。

Ｎ＝２９

図７ 評価をする際に意識した観点

評価の際には 「テーマと内容の関係」や「文字，

や漢字の使い方」など比較的明確な観点に対する意

識が高いことがわかる。図中の「例示に対する気付

き」は，授業実践の第二次第１時において，教師が

作成し例示した情報に対して，生徒が発言した気付

きを示しており，その内容は図８に示すとおりであ

る。この観点についても生徒の多くは評価の際にか

なり意識していたということができる。

字がつまっている 黒一色である 字が小さい 漢字が多い
読みにくい 写真があるとよい 段落を分ける
６年生がわからない言葉がある テーマを内容と一致させる

図８ 例示に対する気付き(発言内容)

また，１回目の評価活動において，次の図９のよ

うな内容が評価用紙に記入されており，これを２回

目の評価活動の際に生徒に提示した。これらの内容

も多くの生徒が再構成した内容と結びついている。

・自分の思い、考えをもう少し多く。
・自分の思いをはっきりする。

。 。・もっと自分の意見を 事実しか話してなくて自分の意見が入っていない
・何を言っているのか分からない。
・最後のまとめ方が相手の興味をそそるようにまとめている。
・他にはどんな教室があるのだろうとわくわくする。

。・６年生がこれを見てワクワクするような感じにさせる様に書いた方がいい
、 。・６年生がこの情報を見ると 早く中学校に行きたくなるだろうなと思った

・読んで楽しくなるような言葉がほしい。
・内容をもう少しおもしろく。
・テーマとは違うことが書いてある。
・内容と同じように題名（テーマ）もハイテンションな感じにしたら
おもしろいかもしれないです。
・空間をあける。
・少し字が詰まっているので段落などを作ったらよいと思う。
・段落をもっとあけた方がよい。
・文章がギュウギュウづめだから間が少しあいた方が良い。
・ぎょうがえとか段落とかあけた方がよい。
・段をあけて読みやすくしたらよい。

図９ ２回目の評価活動に向けて

以上のことから，生徒の中から出てきた情報に対

する気付きを十分に取り入れ，それを生かすような

手だてをとることが，相互評価を行わせる上で効果

的であることがうかがえる。

5 授業実践後の生徒の状況について( )

図10は授業のまとめプリントからの抜粋である。

・小学生には分かりにくい言葉に注意したりして、小学生の
立場に立って情報を作る。
・より分かりやすく、読みやすい文を作るために、やさしい
感じに仕上げたらよい。
・事実ばかり書くのではなく、感想とかも入れる。
・小学生が、中学校にはいるまでに安心感を、もたせてあげ
たらよいと思います。

（ ）図10 小学生に対する配慮事項 自由記述・抜粋

これを見ると，分かりにくい言葉に注意する，分

かりやすくといったこれまでの表現に加え，やさし

い感じに仕上げる，安心感をもたせるといった，情

報の発信・伝達によって，受け手がどのような気持

ちになるかということを重要視し，意識し始めてい

る生徒がいることがうかがえる。

授業の感想に 「いつもはあまり考えないで相手，

に手紙やら何やら送っていたけど、これからは相手

のことを考えて書いていきたいです 」という記述。

が見られた。これは，これまでの自分を振り返り，

今まで以上に相手意識をもって発信・伝達を行おう

とする意識の芽生えととらえることができる。

Ⅳ 研究のまとめ

本研究を通して，次のことが明らかになった。

○ 受け手の状況を踏まえた情報の発信・伝達を

行う能力を高めるために，情報の相互評価と再

構成を取り入れた学習活動が有効である。

○ 意欲をもって取り組むことができる題材を設

定し，評価の観点の設定や評価活動をより主体

的に行わせることで学習が深まっていく。

また，課題としては次のことがあげられる。

○ 生徒の実態に応じて，活用する情報や情報手

段を選択させながら，より発展的な課題を探究

していく学習活動を設定し，継続的な指導を行

っていく手だてを考えていく必要がある。

○ 個人情報の取り扱いなどの情報モラルにかか

わる内容については，これからも十分な指導を

行っていく必要がある。

○ 体系的な情報教育による情報活用能力の育成

をめざして，技術・家庭科と他教科との連携を

密にしていく必要がある。
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情報を発信・伝達する能力の高まり送
思いや考え 発信・伝達再構成再構成した発信再構成 さらに再構成組立

り した発信・伝達
様々な情報 する情報 ・伝達する情報 する情報

手
実際の受け手の意識 振 り 返 り 振 り 返 り

受 評 価 評 価
け
手 受 け 止 め 受 け 止 め 受 け 止 め


